
令和２年９月

は し が き

　この市政概要は、八千代市の市政全般にわたる主要事項を令和元年度

の実績を基礎として収録したものです。

　内容等については、不十分な点、また不備な面も多々あろうかと存じま

すが、市政の現況を理解していただく上で、多少なりともお役に立つこと

ができれば幸いと存じます。

　本書の編さんにあたり、貴重な資料の提供にご協力をいただきました関

係各位に対して心からお礼を申し上げます。

八千代市議会事務局



平成１０年１１月１９日

八 千 代 市 民 憲 章

　光よ、土よ、風よ、水よ、きょうも新しい命をありがとう。

　わたしたちは、生ある限り、互いに支え合い、共に生きる社会をつくる

ため、ここに八千代市民憲章を定めます。

１．やさしい心と明るい声が響き合う、健やかなまちをつくります。

１．小さな一歩を積み重ね、地球を考えるまちをつくります。

１．よろこびと希望に満ちた、安心して住めるまちをつくります。

１．自然を愛し、緑と花を育て、文化と潤いのあるまちをつくります。

１．みんなで支え合い、共に生きるまちをつくります。

八 千 代 市



平成１３年１月１日

八 千 代 市 子 ど も 憲 章

夢 　私たちは、自分の夢に向かって、共に語りあい励ましあい

ながら前進するため日々努力していきます。

　緑豊かな自然に恵まれた八千代市の輝かしい未来を願う私たちは、八千

代市を誇りに思い、愛と友情あふれるやさしい心をもち、「みんなが一人

のために、一人がみんなのために」を心がけながら、手をとりあい、だれ

もが好きになるすばらしい八千代市にしていくことを誓い、ここに「八千

代市子ども憲章」を定めます。

自 然

　私たちは、明るく健康な毎日を送れるように心がけ、両親

から与えられたかけがえのない命と、地球すべての命を大切

にしていきます。

　私たちは、八千代市のシンボル新川を守りつづけながら、

ゴミのない自然の豊かなきれいなまちをつくっていきます。

命

文 化

　私たちは、いつも相手の気持ちを考える心を持ち、仲間と

協力しあい助けあっていきます。

　私たちは、だれとでも明るいあいさつをかわし、たがいに

マナーを守って、気持ちよくふれあっていきます。

思いやり

礼 儀

八 千 代 市

　私たちは、八千代市の文化や伝統を大切にし、さらに、世

界の仲間たちとの交流を深めることで新しい文化をつくって

いきます。
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昭和６２年５月２３日

緑 の 都 市 宣 言

　私たちは、祖先が培った豊かな緑と美しい自然環境の中で生活を営んで

いる。

　この緑豊かな自然環境こそ、私たち八千代市民共通の誇りであり宝であ

る。

　私たちは、この緑豊かな八千代市に永遠に住み続けたいと念願する。

　そのため、私たち八千代市民は、失われつつあるこのふるさとの貴重な

緑を守り、身近な緑を育み、後世に引き継ぐために全ての市民が一体とな

り、決意をもって総力をあげ、緑に囲まれ安らぎと潤いのある、健康的で

人間が住むにふさわしい街づくりをすることを誓い、八千代市を「緑の都

市」とすることをここに宣言する。

八 千 代 市



昭和６２年９月１８日

　私たち八千代市民は、２１世紀に向けて「調和のとれた人間都市」八千

代市の実現をめざしている。この将来都市像の実現は、日本の安全と世界

の恒久平和なくしては望み得ないものである。

　私たち八千代市民は、わが国が世界唯一の被爆国として、核兵器の恐ろ

しさと被爆者の苦しみを世界の人々に訴え続けるとともに、再び地球上に

広島・長崎の惨禍が繰り返されることがないよう世界の恒久平和の達成を

強く念願するものである。

　私たち八千代市民は、生命の尊厳を深く認識し、将来にわたって、わが

国の非核三原則が堅持されるとともに、平和を脅かす核兵器の廃絶と世界

の恒久平和の達成のため努力することを決意し、ここに平和都市を宣言す

る。

平 和 都 市 宣 言
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平成１１年３月１９日

健 康 都 市 宣 言

　私たち八千代市民は、新川のようにおだやかなまちの中で、

　だれもが生きがいをもち、安心して自分らしく、

　心豊かに暮らせることを望んでいます。

　私たちは健康について考え、家族や地域の人たちと学び合い、

　ふれあいの輪を広げながら、地球市民であることを自覚し、

　健康的な環境づくりに努めます。

　ここに市民一人ひとりが、愛と夢、勇気をもって、

　生きていることの幸せを実感できるまちづくりを誓い、

　「健康都市」を宣言します。

八 千 代 市



１．市　　　　章

２．シンボルマーク

　昭和３４年４月の皇太子御成婚を

記念し、制定。図案は広く市民から

公募し、その入選作を採用したもの

で、八千代市の「や」の字を図案化

し、八千代市の生々発展を象徴した

ものです。

　制定は、同年１０月１日。

　市の総合評価を向上させるとともに、

まちに対する愛着や将来への期待を高

めていくことを目的に、市制３０周年

を迎えた平成９年１月に制定。

　シンボルマーク決定にあたっては、

市民投票を行い、投票数が一番多かっ

たマークを選考しました。

　シンボルマークの意味は、人間、自然、都市が調和した快適な八千代

市を象徴。左の曲線は人間と自然の共存を、右の曲線はこれからの発展･

無限の可能性を表し、両方の曲線の組み合わされた部分は、草木の成長

する姿をイメージさせ、市の中心を流れる新川をあわせて表現していま

す。
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３．「八千代」という名称

４．市の木「つつじ」　

５．市の花「バラ」

　昭和２９年１月１５日、千葉郡大和田町と睦村が合併のさい公募し、

たくさんの応募の中から「八千代」を採用。八千代は、めでたく、喜ば

しいときに使われ、幾千年も幾万年も終わりを知らない、無限の発展の

可能性を秘めているという意味があります。

　昭和４６年３月４日、八千代市にふさわしい木を市民から公募し、

「つつじ」の応募が多数を占め、「市の木選定審査委員会」で正式に決

められました。

　市制施行３０周年を記念して、市民投票により市の花「バラ」を平成

９年１月１日に指定しました。



６．市のイメージキャラクター「やっち」

　平成２４年に市制施行４５周年を記念し、市のさらなるイメージ

アップを図るため、八千代市イメージキャラクター「やっち」を作

成しました。

性別

年齢

種別

住所

性格

好きなコト

好きな花

好きな食べ物

やっち物語

バラ

八千代産のもの。特に梨

やっちは、バラの香りに誘われて、八千代市にやってきました。
バラがキレイな八千代市を気に入ったやっちは、市内を散歩することにし
ました。
新川のほとりを散歩していると、たくさんの八千代市の子どもたちとお友
達になりました。
たくさんのお友達ができて、八千代市が大好きになったやっちは八千代市
に住むことにしました。
やっちは今日も、市内のどこかを散歩していますよ！

男の子

年齢不詳（人間だと10歳ぐらい）

鳥でも猫でもない新種のいきもの

八千代市民の森

超ポジティブ。だけどマイペース

散歩
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